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徳
永
里
砂
著

「
イ
ス
ラ
ー
ム
成
立
前
の
諸
宗
教
」

イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
叢
書
８
、
国
書
刊
行
会
、
平
成
２４
年

小

川

英

雄

本
書
の
著
者
で
あ
る
徳
永
里
砂
さ
ん
は
、
私
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
史
学
科
考
古
学
専
攻
）
出
身
の
唯
一
の

イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
史
の
研
究
者
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
か
ら
三
年

間
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
大
学
に
留
学
し
、
慶
応
に
戻
っ
た
の
ち
文

学
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
。
母
校
で
古
代
ア
ラ
ビ
ア
史
の
非
常
勤

講
師
も
務
め
ら
れ
て
い
る
。

徳
永
さ
ん
の
父
親
は
駿
河
大
学
で
物
理
学
を
教
え
て
お
ら
れ
、

母
親
は
著
名
な
洋
画
家
で
あ
っ
た
。
論
理
的
で
あ
り
な
が
ら
、
抒

情
的
な
香
り
も
高
い
本
書
の
背
景
に
は
、
著
者
の
生
育
歴
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

徳
永
さ
ん
は
、
私
の
ゼ
ミ
に
所
属
さ
れ
た
時
か
ら
、
古
代
ア
ラ

ビ
ア
に
興
味
を
示
し
、
私
自
身
が
学
生
時
代
か
ら
シ
リ
ア
、
北
ア

ラ
ビ
ア
の
ア
ラ
ブ
系
諸
民
族
ナ
バ
テ
ア
人
や
ミ
ト
ラ
ス
教
を
研
究

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
非
常
に
印
象
深
い
教
え
子
で
あ
っ
た
。

著
者
の
研
究
は
、
当
時
の
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
史
学
界
に
お
い
て

は
先
駆
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
物
腰
の
柔
ら
か
さ
か
ら
は
想
像
の
つ

か
な
い
行
動
力
と
知
的
探
求
欲
を
以
っ
て
、
数
々
の
遺
跡
や
モ
ス

ク
を
訪
ね
歩
き
、
ア
ラ
ビ
ア
語
に
習
熟
し
た
著
者
の
青
春
時
代
は
、

い
ま
ど
き
の
若
い
女
性
と
は
ま
っ
た
く
か
け
離
れ
て
い
た
。
ア
ラ

ビ
ア
半
島
の
古
代
史
を
専
門
と
す
る
研
究
者
は
、
今
で
も
世
界
を

通
じ
て
数
少
な
い
。
そ
の
稀
少
性
か
ら
も
、
本
書
は
注
目
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

書

評書

評

一
四
九
（
五
〇
三
）



冒
頭
、
著
者
自
ら
が
撮
影
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
カ
ラ
ー

写
真
で
、
ア
ラ
ビ
ア
の
遺
跡
や
出
土
品
、
現
在
の
街
並
み
、
そ
し

て
香
辛
料
な
ど
の
産
物
、
ラ
ク
ダ
な
ど
が
豊
富
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
と
っ
て
は
新
鮮
で
、
旅
情
を
く
す
ぐ
る

よ
う
な
風
景
も
見
ら
れ
、
序
章
か
ら
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。
ま
ず
、

イ
ス
ラ
ー
ム
成
立
前
史
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
が
述
べ
ら
れ
る
。

著
者
が
紐
解
い
た
史
料
は
、
古
代
ア
ラ
ビ
ア
語
原
住
民
た
ち
の
諸

文
献
、
碑
文
、
詩
文
、
周
辺
の
国
々
に
残
る
伝
聞
、
さ
ら
に
彼
ら

の
先
史
時
代
の
岩
絵
や
土
器
、
構
築
物
で
あ
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
を

は
じ
め
と
す
る
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
典
書
で
は
、
ア
ラ
ビ
ア

は
「
幸
福
の
ア
ラ
ビ
ア
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
著
者
の
示
す
史
料
が

そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

本
書
で
触
れ
ら
れ
る
神
々
の
記
述
は
実
に
興
味
深
い
。
ア
ラ
ビ

ア
の
国
々
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
主
神
を
信
仰
し
、
国
王
が
祭

司
を
兼
ね
て
い
た
。
各
都
市
の
中
心
は
、
ギ
リ
シ
ャ
と
同
じ
よ
う

に
神
殿
で
あ
り
、
神
官
た
ち
に
は
女
性
も
い
た
が
、
彼
ら
は
政
治

的
に
も
経
済
的
に
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
。
神
殿
遺
跡
か
ら

は
碑
文
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
香
炉
や
香
料
、
貴
金
属
な
ど

も
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
墳
墓
は
、
岩
窟
墓
（
岩

屋
）
と
建
造
物
が
あ
り
、
遊
牧
民
と
都
市
の
住
民
と
で
は
そ
れ
ぞ

れ
葬
ら
れ
る
場
所
が
違
う
。
人
々
は
偶
像
を
崇
拝
し
、
こ
の
点
で

後
の
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
大
き
く
異
な
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
で
ス
テ
ラ

と
呼
ば
れ
る
人
間
の
姿
を
象
っ
た
小
型
の
石
柱
が
出
土
し
て
い
る
。

当
時
の
人
々
は
、
宗
教
的
禁
忌
に
支
配
さ
れ
て
い
た
が
、
旅
人
た

ち
は
、
行
く
先
々
で
そ
の
地
の
神
々
を
礼
拝
し
た
。
第
３
章
で
は
、

北
西
ア
ラ
ビ
ア
の
諸
都
市
の
宗
教
が
扱
わ
れ
る
。
こ
こ
は
シ
リ
ア

に
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
オ
ア
シ
ス
都
市
が
発
達
し
て
お
り
、
オ

リ
エ
ン
ト
の
他
の
地
方
の
政
治
や
言
語
、
宗
教
の
影
響
も
色
濃
い
。

第
４
章
以
降
、
隊
商
や
遊
牧
民
た
ち
に
よ
っ
て
、
こ
の
砂
漠
の

地
の
岩
壁
に
描
か
れ
た
文
字
や
碑
文
か
ら
、
彼
ら
の
信
仰
が
論
じ

ら
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
一
神
教
に
つ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

彼
ら
の
文
字
は
一
種
類
で
は
な
く
、
南
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
ほ
か
、

ナ
バ
テ
ア
文
字
、
ヒ
ス
マ
ー
文
字
、
サ
ム
ー
ド
文
字
な
ど
が
あ
り
、

隊
商
た
ち
が
外
部
世
界
の
文
字
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
開
発
し
て

い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
ア
ラ
ビ
ア
で
知
ら
れ
た
最
初
の
一
神
教
は
ユ
ダ
ヤ

教
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
著
者
は
独
自
に
、
一
神
崇
拝
へ
の

傾
向
を
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
認
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ヒ
ム

ヤ
ル
帝
国
に
「
天
の
主
」
と
い
う
唯
一
神
が
出
現
し
、
三
、
四
世

紀
に
は
こ
こ
に
独
自
の
一
神
教
が
現
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
は
、
と
り
わ
け
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
（
ユ
ダ
ヤ
人
の

諸
国
分
散
）
の
影
響
で
、
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
移
住
し
て
き
て
お

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

一
五
〇
（
五
〇
四
）



り
、
六
世
紀
に
は
国
王
ユ
ー
ス
フ
・
ア
ス
ワ
ル
（
ズ
ー
・
ヌ
ワ
ー

ス
）
ま
で
も
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
な
り
、
多
神
教
の
神
殿
は
葬
り
去

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
ロ
ー
マ
帝
国
が
キ
リ
ス
ト
教
化

す
る
と
、
国
交
面
か
ら
も
影
響
を
受
け
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
海
峡
を

渡
っ
て
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
も
キ
リ
ス
ト
教
が
到
来
す
る
。
ガ
ッ
サ

ー
ン
族
や
ラ
フ
ム
族
な
ど
部
族
ご
と
改
宗
す
る
例
も
生
じ
た
。
こ

の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
最
初
の
流
布
に
つ
い

て
も
本
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
、
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の

キ
リ
ス
ト
教
史
書
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
事

象
で
あ
る
。
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
史
を
修
め
た
著
者
な
ら
で
は
の
、

古
代
文
化
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
関
係
性
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
ア
ラ
ビ
ア
の
宗
教
は
、
偶
像
崇
拝
の
一
言

で
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
著
者
は
三
世
紀
以
降
の
ナ
バ

テ
ア
人
を
は
じ
め
と
す
る
一
神
崇
拝
へ
の
傾
向
を
ア
ラ
ビ
ア
文
字

の
開
発
と
共
に
注
視
し
、
そ
れ
が
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の

土
地
で
国
際
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

本
書
は
、
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
が
見
事
に
統
合
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
我
が
国
で
の
こ
の
分
野
の
確
立
が
な
さ
れ
た
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
史
上
、
画
期
的
な
書

物
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

書

評

一
五
一
（
五
〇
五
）


